
取扱説明書

 

	 パイロット・ハンドブックは、www.line6.jp/manuals から入手できます。	  

®

DT25 ギター・アンプリファイアー



注意：本機はテストの結果、FCC規制の Part 15に基づくクラス Bデジタル装置の制限に準拠していることが証明されています。操作は以下の２つの条件下で行
われます: (1) 本機は有害な干渉を引き起こさないこと。(2)本機は意図しない誤操作を引き起こす可能性のある干渉を含め、他からのいかなる干渉も受け入れ
ること。

 安全上の注意事項

警告: 火災や感電の危険を避けるため、本機を雨や水がかかる所には設置しないこと。

警告: 火災や感電の危険を避けるため、ネジは決して外さないこと。ユーザー個人で修理、調整可能な部品は含まれていません。
資格のあるサービスセンターに依頼してください。

三角形の中の稲妻マークは「感電の危険」を意味しています。器機の
内部に絶縁されていない危険な電圧が存在し、感電の危険があること
を警告しています。

三角形の中の感嘆符は「注意喚起」を意味しています。注意喚起マー
クの横にある記載事項は全てお読みください。

注意
感電の恐れあり開けるな 

シリアル番号:

ご注意:
Line 6 とPOD は、米国およびその多の国で登録されているLine 6, Inc. の登録商標です。DT25 は、Line 6, Inc の登録商標です。著作権所有



これらの安全上の注意事項を良くお読みください。この取扱説明書は大切に保管してください。
•	 以下の注意事項を良くお読みください。
•	 以下の注意事項を守ってください。
•	 全ての警告を守ってください。
•	 全ての指示に従ってください。
•	 本機を水気の近くで使用しないでください。
•	 お手入れは必ず乾いた布で拭いてください。
•	 通気口をふさがないでください。取扱説明書で指定された場所に設置してください。
•	 本機をラジエター、暖房器具やその他の器機（アンプリファイアーを含め）、熱を発生する熱源の近くに設置しないでください。
•	 本機は適切にアース設置された主コンセントに接続してください。
•	 ポラライズド・プラグ、またはアースタイプのプラグの安全上の主旨を無効化しないでください。ポラライズド・プラグには２枚の刃があり、一方が片方より幅

が広くなっています。アース端子付きプラグには２枚の刃と設置用の端子が付いています。幅広の刃と接地用の端子は安全上の配慮によるものです。本機
の差し込みプラグがコンセントに合わない場合は、電気工事を依頼し適切なコンセントに交換してください。

•	 電源コードを踏んだり、または特にプラグの部分、ソケットの部分、本機との接続箇所等がねじれたり挟まれたりして破損しないように注意してください。
•	 弊社により指定された付属品／アクセサリーのみを使ってください。
•	 本機の設置は弊社の推奨するカート、スタンド、三脚、ブラケット、テーブルなど、または本機に同梱の製品を使用してください。カートを使用してカートと本

機を組み合わせて移動するとき、落下等で怪我をしないように充分に注意してください。
•	 雷を伴った悪天候の時、または長時間使用しない時は電源プラグをコンセントから抜いてください。
•	 修理は全て資格のあるサービスセンターに依頼してください。本機の電源コード、またはプラグが破損したり、液体や異物が本機の内部に入ったとき、雨天

や湿度の高いところで使用して作動しないとき、本機が落下したとき等損傷や故障が生じた場合には修理が必要です。
•	 本機を水滴のかかる場所での使用は設置はしないでください。また本機の上に花瓶のように液体の入ったものを置かないでください。
•	 警告: 火災や感電の危険を避けるため、本機を雨や水がかかる所には設置しないこと。
•	 アプライアンス・カプラは、電源の切断器機として使用されます。常に操作できる状態を保つようにしてください。
•	 適切な定格を備えた電源コンセントに差し込んでください：100/120V 220/240V 50/60Hz (同梱の電源の電圧による)
•	 大音量で長時間使用すると、難聴や聴力障害を起こすことがあります。常に安全な音量で使用することを心がけてください。
•	 本機が次のような状態で損傷した場合には修理が必要です:
	 • 電源コードやプラグが損傷したとき
	 • 本機の内部に液体が入ったり、異物が入ったとき
	 • 本機を雨天や湿度の高い場所で使用したとき 
	 • 本機が落下したり、外装が損傷したとき
	 • 本機が正常に作動しなかったり、性能が著しく劣化したとき



フロントパネル・コントロール＆接続
1.	 INPUT – ギターをここに入力します。
2.	 POWERスイッチ – 同梱の電源コードをリア・パネルに接続します。真

空管の寿命を長く保つためには、お手持ちのアンプをSTBYに設定
してから、アンプの電源を入れてください。

3.	 スタンバイ・スイッチ – スイッチを STBY から ONへ入れる前に、１
分間はアンプをウォームアップさせます。これであなたの真空管の寿
命は伸び、性能が劣化することはありません。アンプのPOWERスイ
ッチをSTBYの位置へ動かす前に、OFFの位置にする必要はありま
せん。しかし、次にアンプの電源を正しい順序で入れるときの習慣と
するのには良い事です。

4.	 MASTER ノブ – 個々のチャンネルのセッティングを変更せずに、ア
ンプリファイアー全体の音量を設定します。

5.	 チャンネル A & B コントロール – DRIVE はサウンドにどれだけの「
濁り」や「歪み」を与えるかを設定します。BASS, MID, TREBLE 
と PRESENCE コントロールは、どの ボイシングが選択されてい
るかによって、相互作用が異なります。

	 REVERB でチャンネルのリバーブ・レベルを調節し、異なる量のリバ
ーブを設定したチャンネルを切り替えることができます。リバーブを全
くかけたくなければ、このノブを反時計回りの方向へいっぱいまで回
します。

	 VOLUME は、そのチャンネルの出力レベルだけを調節します。



6.	 チャンネル・セレクト・スイッチ – DT25 には２つの独立したチャンネ
ル、A と Bがあります。Aに設定したときは、(5A) コントロールを使
用します。Bに設定したときは、(5B) コントロールを使用します。各チ
ャンネルに、ボイシング/フィードバック・トポロジー、アンプリファイ
アー・オペレーティング・クラス と ペントード/トリオードセッティン
グのユニークな組み合わせを割り当てることができます。これにより、
従来のクリーン/ダーティーなチャンネルにアレンジすることができま
す。どちらのチャンネルでもあなたの好きなようにセットアップするこ
とができますから、もしも望むのであれば、２つとも全く同じ設定にす
ることも可能です。各チャンネルのカスタム化は、単にそのプリアン
プ、あるいは複数のトーンの中のいくつかの構成部分を変えることだ
けに限られてるわけではありません。全体のパワーセクションもまた、
再構成し、即座に切り替えるということもできるのです。非常に多種多
様なチューブ・アンプ２つが、１つの箱の中に収められていると想像し
てください！

7.	 ボイシング・スイッチ – このスイッチで、現在選んだチャンネルのプリ
アンプと幾種類ものトーンの特有の味、そしてネガティブ・フィードバッ
ク・ループ・トポロジー (NFL)の趣きを決定します。NFL は、ト―ンの
性質とアンプ全体の「感じ」に対し大きな影響力を与えます。スイッチ
を上か下へ動かすと、セッティング I から IVまでが切り替わります。ス
イッチ１つで、クリーンなサウンドから濁りを効かせた重く歪んだサウ
ンドへと、トーンのアレンジを変化させることができます。各ボイシン
グはそれぞれに顕著な別の持ち味があります:
I – 	 チャンネンル・コントロールの動作に、古き良き時代をしのばせ

る60年代アメリカの「Blackface」アンプを設定し、NFL を
最もタイトにします。お勧めするセッティング: CLASS AB, 
PENTODE

II – 	チャンネル・コントロールのセッティングは、クラシックなブリ
ティッシュ・アンプのエコーをダイアルで効かす事が可能にな
り、NFLトポロジーは I よりもルース（緩め）に設定します。お勧
めするセッティング： CLASS AB, PENTODE

III – 	これは、非常に「オープン」 または 「ダイナミック」な雰囲気の
アンプを作り出す、ゼロ・ネガティブ・フィードバック・ループのセッ
ティングです。このセッティングの場合、コントロールは他とは明
白な違いのある「チャイミー」な質で多様性のために構成されま
す。お勧めするセッティング: CLASS A, PENTODE (クリー
ン)または TRIODE (よりまろやかな、ヴィンテージの趣)

IV –	IV に設定することで NFL がよみがえって、低い周波数の余韻
が加わることで、チャンネル・コントロールに施されるハイ・ゲイ
ン・ボイシングとでこの２つが程良く調和します。お勧めするセッ
ティング: CLASS AB, PENTODE

8.	 CLASS A/CLASS ABスイッチ – Class A オペレーションは、
より優れたタッチ感度でさらにダイナミックになります。頭上スペース
がかなり高い場所や、よりパワーが求められる場合には、Class AB 
オペレーションを使用します。オペレーティング・クラスのセッティング
に加え、このスイッチでワット数とバイアス・タイプを設定します:

	 CLASS A に設定すると、アンプは 10W で作動し、カソード・バイア
スです。CLASS AB に設定すると、アンプは 25W で作動し、固定バ
イアスです。
各ボイシングで両方のセッティングを試して、気に入ったサウンドを選

んでください。

9.	 PENTODE/TRIODEスイッチ – このスイッチでパワー・チューブの
構成を変更します。スイッチをPENTODE に設定するとクリアで威
厳のあるサウンドが得られます。TRIODE はよりヴィンテージな趣を
持った、静かでまろやかなサウンドです。

リアパネル・コントロール＆接続
10.	電源コンセント – 同梱の電源コードをここに接続します。
11.	SPEAKER OUTPUTS – 専用のスピーカー・ケーブルを使用し

て、ここにスピーカーを接続します。一度に一つの出力 (A, B または 
C)だけを使用するように心がけ、スピーカーを接続しないまま、アン
プリファイアーの電源を入れることは絶対にしないでください。スピ
ーカーから音を出したくないときは、STDB スイッチを使用します。
以下がその詳細です:
OUTPUT A は、4Ω スピーカーの負荷用に用意されています。１
つの 4Ω スピーカー/キャビネット、あるいは２つの 8Ω スピーカ



ー/キャビネットのどちらでも接続することができます。	  
OUTPUT B は、8Ω スピーカーの負荷用に用意されています。１
つの 8Ω スピーカー/キャビネット、あるいは２つの 16Ω スピーカ
ー/キャビネットのどちらでも接続することができます。	  
OUTPUT C は、16Ω スピーカー１台の負荷用に用意されています。

12.	CABINET SIMULATED DIRECT OUT – スタジオ録音、ある
いはアンプにマイク無しのライブ演奏ためのキャビネット・シミュレー
ションで、変圧器を仕掛けたような、ダイレクトな出力を提供します。グ
ランド・リフト・スイッチは、ハム音はノイズを解消するとために使用しま
す。

13.	EFFECT LOOP – エフェクト・ループを使用して、モジュレーション、
ディレイ＆リバーブ等の外部のエフェクト・プロセッサーと、ストンプ・ボ
ックスへオーディオ信号を送ります。注意: 信号経路はひとつながりで
す。SENDを使用すると、RETURNへ戻る接続無しで オーディオが
パワーアンプを通り抜けることはありません。

14.	FOOTSWITCH – ティップ-スリーブ(TS) ラッチング・フットスイッチ
をここに接続すれば、チャンネル A と Bの切り替えスイッチへのアク
セスが簡単になります。

15.	LOW VOLUME MODE – DT25のパワーセクションを抑える必要
がある場合は、このスイッチをONにしてDT25の出力ボリュームを
下げます。これにより、囁くように静かな音にMASTER VOLUME
を設定して演奏することが可能です。

16.	MIDI – お手持ちのDT25アンプを、現存する MIDI リグへ統合しま
す。

17.	L6 LINK – これは、Line 6により開発されたパワフルで占有のコネ
クションです。様々な Line 6 製品同士の接続が、より高い信頼性を
持ちながらもたった１本のケーブルで可能になっています。DT25 シ
リーズのギター・アンプリファイアーと POD HD (300/400/500) 
シリーズのマルチ-エフェクト・プロセッサーの場合、この接続により両
方の製品を同期させたり、互いのコミュニケーションが可能になりま
す。L6 LINKは、１本のケーブルでオーディオとコントロール・データ
の両方を伝達します。そのためこのオペレーションにより、その親とな
る POD HDプロセッサーからDT25シリーズのアンプ間は１本のケ
ーブルを接続するだけで、多くの優れた利点を得る事ができます:

•	 POD HD (300/400/500) と DT25シリーズのギター・アン
プリファイアーを接続する際、追加のケーブルが要りません。

•	 POD HD、または DT25どちらかのトーン・セッティングを(例え
ば) 変更すると、もう一方も直ちにアップデートされるため、両方
のユニットが完全に同期した状態を保つ事ができます。

•	 他のどのギター・アンプでもそうするように、DT25側のノブを回
すという動作だけで、POD HD上のプリセットを「エディット」して 
POD HD にそれを保存すれば、そのプリセットが選択されるたび
に完全な状態で呼び出すことができます。

• 	 これって信じられないくらいクール! POD HD上で特定のアンプ・
モデル、またはプリセットを呼び出すことで、DT25はそれ自身が
アナログの範囲で、そのソースとなるアンプリファイアーに合わせ
ようとその構成部分をダイナミックに再構成することが可能にな
ります。POD  HD上でプリセットを変更すると、DT25は即座に
自分自身をアナログの領域内で、Class AやClass ABオペレー
ション、バイアス方式、フィードバック・トポロジー、トリオード/ペン
トード・パワーチューブの構成に合わせようと試みます!

•	 自動センサーにより、L6 LINKを経てデイジー・チェインされたア
ンプは、どのPOD HDが接続されているかによって様々な方法で
操作を行うことができます。少なくとも全てのPOD  HDマルチ-
エフェクトは、DT25がリンクされたステレオ・オペレーションをサ
ポートし、POD  HD500は、最大４台までのリンクされたアンプ
をサポートし、ウェット／ドライ／ウエットの構成が簡単に利用でき
るようになります。

詳細は、www.line6.jp/manualsへアクセスしてご覧ください。 
オンラインにアクセスする際は、忘れずにお手持ちのアンプのユーザ
ー登録を行ってください。または付録の登録カードに必要事項をご記
入の上、投函してください。登録することで、お客様の購入されたアン
プに万一問題が生じた場合の保証サービスが受けられるようになる
他、コンテストへの参加資格、特別なサービスや情報等を入手すること
ができるようになります。



MIDI インプリメンテーション

コンティニュアス・コント
ローラー (MIDI CC) 値 機能

19 0~63= チャンネル A, 64~127= チャンネル B A/B スイッチ・セッティング 

77
0 = Voicing I, 1 = Voicing II, 2 = Voicing III, 
3 = Voicing IV チャンネル Aのボイシング (I, II, III, IV)

73 0~63= Class A, 64~127= Class AB チャンネルA CLASS A/CLASS ABセッティング

75 0〜63= トリオード, 64〜127= ペントード チャンネルA PENTODE/TRIODEセッティング

36 0〜63= リバーブ Off, 64〜127= リバーブ On チャンネル Aのリバーブ On/Off セッティング

114
0= ボイシング I, 1= ボイシング II, 2= ボイシング 
III, 3= ボイシング IV チャンネル Bのボイシング (I, II, III, IV)

115 0~63= Class A, 64~127= Class AB チャンネルB CLASS A/CLASS ABセッティング

116 0〜63= トリオード, 64〜127= ペントード チャンネルB PENTODE/TRIODEセッティング

105 0〜63= リバーブ Off, 64〜127= リバーブ On チャンネル Bのリバーブ On/Off セッティング






